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みんなが安心して暮らせる 

 

 

支え合いのまちづくり 第 51号 令和 4年 7月 15日発行 

「第二次上津役校区思いやりプラン」策定 

 

 

基本理念 「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」 

       

ふくまち講座の 1回目、九州大谷短期大学教授・中村修一先生の 

「社協の福祉活動について」の講演からは、公・官が行う制度として

の福祉と私たちが行う非制度（ボランティア）としての福祉活動が協

業すれば「福祉の困窮者（＊1）」の生活の質（QOL）の向上につな

がることを再認識しました。 

2 回目、NPO 抱樸地域包括支援部長・松本麻子保健師の「抱樸

型地域包括ケアとは」の講演からは、本人が介入された救済事例か

ら、地域には介護保険制度ほか諸制度を知らないことや心身的理由

で申請手続きに困難をきたし制度へつながらず、困窮している人（世

帯）が隠れている。このように隠れた「福祉の困窮者」を日常のふれ

あいネットワーク活動のなかで探し出すことは地域の大きな力の一つ

である。また、介護保険制度は、結果として「家族が機能している」こ

とが前提となっており、今後予想される身寄りのない独居高齢者の急

増や心身に障害のある人への配慮やほんの一寸のおせっかいとして

の「家族機能の社会化」が今後、ますます必要となることを知ること

ができました。 

 

「上津役校区第二次思いやり

プラン」製本版の表紙 

 

平成 27 年度に

策定した「第一次上津役思

いやりプラン」を基礎にし、

令和 3 年 10 月～令和 4

年 3 月にかけ延べ 6 回の

委員会議を実施し、作成し

ました。「第一次上津役思

いやりプラン」と同じように

校区の「ふれあいネットワ

ーク活動（見守り・話し合

い・助け合い活動）」の指

針とします。 

「概要版」を自治区会経由

で「市政だより 6 月 1 日

号」と一緒に配布しました。 

 

「第二次上津役思いやりプランは、実施項目の一つに「福祉の困

窮者」を早期発見し、各種制度へつなげることを織り込みました。 

皆さまの生活環境の周辺を見回して「福祉の困窮者」と思われる人

（世帯）を発見されたときは、裏面に記載の「福祉協力員」や「民生･

児童委員」へ連絡をお願いします。お近くの「福祉協力員」や「民生･

児童委員」が不明の場合は、上津役市民センター経由上津役校区

社協へご連絡をお願いします。  
（＊1）「福祉の困窮者」・・・支援や見守りの対象者は「生活弱者」

「要支援者」「保護対象者」「障害のある方」等々ですが、「制度へつ

なげたい方」も一括して「福祉の困窮者」と定義しました。 

 

校区の皆さまへお願い 

「第二次上津役思いやりプラン」策定委員はコロナウイルス蔓延 

防止を配慮し、上津役校区社協役員会、ふれあいネットワーク部 

会委員及び、連絡調整会議協力団体から 28人を選定しました。 

6 回の委員会のうち 2 回は、北九州市社会福祉協議会の協力を得

て、「福祉のまちづくり講座（通称、ふくまち講座）」を織り込み、ボランテ

ィアによる地域福祉活動の意義や有用性を学習しました。 


